
  

 

 

                 江田弘良氏の 

「風景写真展」閲覧記 4  

 
                                         令和 4年 9月 17日 記：高岡一人  

 
                                         展示会場：坂野記念館(岡山市北区栢谷)  

 
                                         閲覧日時：令和 4年 9月 16日午後  

 

今年も江田さんの写真展がおこなわれています。 

いくつかの作品をご案内しますのでお近くの方はぜひ実物をご覧ください。 

1. 展示場入り口  

題名「竜雲」 

     
写り込みと装展板のひずみによる反射で余計な模様が発生してしまった。 

肉眼フィルターでその奥に横たわる竜が如き雲をご覧いただきたい。 



2. 展示場内 

 

     題名「木洩れ日」  

     右下の白変は場内照明の映り込み 

 

題名「星降る故郷」照明写り込み 



題名「山里」  

上部の白変は照明の映り込み 

 

題名「向日葵」 

 



題名「サンセット」 

       
 

 

 

 

 

題名「守り神」 

  
 

 

 

 



題名「遊」   

           鳥たちと小さなヨットが戯れている 

 

 題名「サンピラー」 



            題名「鼓？」 

             
            題名の「鼓」の後ろに何か別の文字があったはずだが･･･？ 

  

 

[後記] 

江田さんの写真の多くに「光の捉え方」の独特の趣を感じるのは私だけだろうか？ 

前回の「マジックアワー」や今回の「サンセット」「竜雲」等にそれを強く思う。 

そして、題材を求めて歩く姿を想像しながら作品を楽しんでいる。 

「江田さん！何時までも心に残る写真を撮り続けていただきたい」 
 


